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1. 機能 

 

TINの.txtファイルから、LandXMLの.xmlファイルを作成します。 

LandXMLのページ  http://www.landxml.org/ 

xmlファイルに記録するのは TINのみです。 

 

 

 

 

「Metric」について、座標と標高値の単位はメートルとして出力します。 

 

 

http://www.geocoach.co.jp/
http://www.landxml.org/
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「version」「date」「time」「name」はダイアログで指定します。 

 

 

TINの.txtファイルに記録されている座標は平面直角座標系でメートル単位とします。 

xmlの要素「P」には次の順序で出力します。 

①  南北 測量 X 数学 Y メートル 小数点以下 3桁まで 

②  東西 測量 Y 数学 X メートル 小数点以下 3桁まで 

③  標高値  メートル 小数点以下 3桁まで 

 

 

xmlの要素「F」には、上空からみて反時計回りの順で、ポイント「P」の idを記録します。 

 

 

 

保存するのは.xmlファイルのみです。スキーマファイル 

 LandXML-1.2.xsd 

等は、LandXML.orgで公開されています。 
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 http://www.landxml.org/ 

 http://www.landxml.org/Spec.aspx 

 

2. ダイアログ 

 

 

 

ファイル指定あるいは指定 

入力の TIN(.txt)と出力の LandXML(.xml)について、ファイルを指定するか、フォルダを指定するか選択できます。 

 

TIN(.txt)ファイル入力(ファイルまたはフォルダ) 

変換元の TIN(.txt)ファイルあるいはフォルダを指定します。 

 

LandXML のスキーマのバージョン 

作成する LandXML のバージョンを指定します。xml のヘッダに記録するバージョン情報が変わります。 

 

日付 

xml に記録する日付を指定します。yyyy-mm-dd の形式で入力してください。この形式以外だと、スキーマに照らしあ

わせるとエラーとなります。 

 

時刻 

Xml に記録する時刻を指定します。hh:mm:ss の形式で入力します。この形式以外だと、スキーマに照らしあわせると

エラーとなります。 

 

「Surface」の「name」 

要素「Surface」の属性「name」に記録する文字列を指定します。 

http://www.landxml.org/
http://www.landxml.org/Spec.aspx
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LandXML(.xml)ファイル出力(ファイルまたはフォルダを指定) 

作成する XML ファイルあるいはフォルダを指定します。フォルダ指定の場合は、作成する XML ファイル名は、元の

TIN(.txt)の名前と同じになります。 

 

 

レポートパネルには、xmlに出力した座標「P」の数と、面「F」の数をレポートします。 

 

 

3. 確認 

 

保存した LandXMLファイルは、メニュー 

 開く LandXML(.xml)  http://www.geocoach.co.jp/help/LandXmlOpenPart0Panel.pdf 

で開いて３次元表示できます。 

 

 

http://www.geocoach.co.jp/help/LandXmlOpenPart0Panel.pdf
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4. 更新記録 

 

2016/04/20 

この説明書を作成 

2016/08/22 

「開く LandXML(.xml)」の説明を追加 

2016/10/26 

「開く LandXML(.xml)」のダイアログ画像を更新(CgPoint のリードが追加) 

 

 

 


